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犬鼻腔の解剖並びに嗅上皮の拡がりについて
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　　　　　　　　　（昭和36年1月25周受付）
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（本論文の要旨は昭和35年12月日本耳鼻咽喉科学会中部地方連合会

　　　　　　　　第8回例会において演述した）

　1855年忌・Eckhardは蛙め嗅上皮カミ円柱状並びに紡

錘形の2種類の細胞から形成されていることを発見
し，との2種の細胞は形態学的にもまた生理学的にも

性状が異なっていることを明らかにした．A．　Ecker

（1855）も同様の2種類の細胞を観察し，円柱細胞は

中枢突起によって嗅神経線維と結合すると述べてい

る．彼はこれを真性嗅細胞true　olfactory　ceHsと呼

び，紡錘形細胞を補充細胞replacement　cellsとし

た．すなわち彼は両者は同一の細胞であり，後者は前

者に変化する前の段階にあるものであると述べた．翌

1856年M・S6hultzeは哺乳類　両棲類　鳥類の嗅粘

膜を研究し，　嗅糸田月包　oIfactory　cells＿ヒ皮糸田月包　epthe・

1ial　cells，星状細胞stellate　cellsの3者を区別し，末

梢突起，中枢突起を明らかにした．：更に末梢突起の遊

離面に6～10本の小毛の存在を記録している．彼は嗅

細胞と嗅神経線維との直接の結合を証明することはで

きなかったがこの細胞を嗅神経の終末であろうと推論

し，その実証を将来に託した．1872年S・Exnerは上

皮細胞と嗅細胞の中間型を発見して，両者とも同一性

状のものであり，嗅神経線維は上皮下に神経叢となっ

て終っていると述べこれに反論した．Ehrlich（1886）

はMethylenblau染色法により双極細胞と嗅神経線維

との直接的なつながりを確認したと述べたが，その染

色がごく短時間しか保たないことから一般の信用をう

るには至らなかった．しかし1887年目．Arnstei皿は

Cisoffの鍍金法，　Dogie1染色について観察しEhrlich

の研究成績を確認した．更にRanvier（1889），　B．

Gfass量並びにA．　Castfonovo（1889），　v．　Gehuchten

（1890），　v．B；unn　（1892），　G．　Retzius（1892），　R．

Cala1（1894），　C．　Morrill（1908）らの神経染色法に

よる観察はすべて双極細胞と嗅神経の直接の連絡を証

明し，嗅細胞は嗅神経線維の終末であると説いたM．

Schultzeの説が支持された．またW・：Kolmer（1907）

は魚および入の嗅細胞について神経原線維の存在を観

察し，嗅細胞は双極性神経細胞であると断定し，一般

に無条件で信頼されてきた．しかし斎藤（1947）は瀬

戸鍍銀法で成人並びに10ヵ月の入胎児について検討

し，その嗅上皮内に相当量の知覚線維の進入すなわち

上皮内線維の著明な発達をみ，神経細胞をもたない一

般高地性上皮で中に上皮内線維を多量に含有するもの

であると反論した．彼は上皮内神経束など知覚線維の

終末部を現わすものを認め，有力な根拠としている．

　嗅細胞の実態については今後更に検討を要するもの

と思われるが，しかし嗅上皮が嗅覚に関して特異的な

存在であることは一般に認められているところであ

る．嗅上皮の拡がりを把握することは嗅覚の研究の基

盤となるべきことであり重要なことであるが，これに

関しては本格的な研究はいまだ成されていない．

　Preciuso（1927）を始め，　G．　Wieland（1936），

Lauruschkus（1942），　A．　C　AIIisonおよびR．　T．

Turner　Warwick（1949），　A．　MUUer（1955）らはす

べてそれぞれの研究方法で犬あるいは家兎についてそ

の嗅上皮の面積や細胞数を数字をあげて発表している

が，かかる数字は個々の動物の大きさによってそれぞ

れ異なるものであり，普遍的な知見とはいいがたい．

このような数字よりも，嗅上皮がどこにどのように拡

がっているかを把握することの方がよりいっそう有意

義なことと考えられる．

　かかる観点から我々は当教室の一連の研究として，

日常しばしば実験材料に供される機会が多い数種の動

物についてその嗅上皮の拡がりを検索した。既にマウ

スについては長岡（1958），モルモットについては梅

田（1959）が，また家兎については伏田（1959）が研究

し発表している．私は犬について同様の観察をした．

　On　Forms　of　Dog’s　Nasal　Cavity　and　Extension　of　Olfactory　Epithelium．　Kiyoshi　M〔iyashita
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　鼻腔の解剖については既にEL　Zuckerkand1（18・

87），v．　Mihalkovics（1898）らによって研究が始め

られ，S．　Paulli（1900）によって節骨魚介の分類様式

はだいたい完成された．しかし鼻骨鼻介についてK．

Peter（1912）は哺乳動物並びに人胎児の発生学的研究

から面骨鼻介と区別さるべきものであることを説き，

一般の支持を受けた．それで鼻骨鼻面を節骨鼻息の中

に算入していたS・Paulliらの分類は一部変更を要す

ることとなった．鼻腔の解剖学がこのようなすう勢下

にある今日においてもなおその解剖学的な知見の統一

をみていない．

　我々は嗅上皮の拡がりを観察する前にまず各動物の

鼻腔の解剖について検討することにした．私は更に当

教室のの協同研究者長岡，梅田，温田らの研究成績お

よび私の犬に関する研究成績に．ついてそれぞれ比較検

討し，実験材料の選択に一雨を供せんとするものであ

る，

実験材料および実験方法

　実験材料として私が使用した動物は雑種の子犬であ

る．生後20日前後の子犬9匹と生後50日前後のもの9

匹の2群に分けて研究した．それ以上成長したもので

は標本作製上の困難を考慮に入れて敬遠した．体重は

最低440gから最高2775gまでである．毛色につい

ては18匹のうち16匹は茶，2匹が白である．性別に関

しては特別な考慮はしなかった．粗雑ながら生前に嗅

物質を鼻先へ持っていって忌避などの反応が認められ

たものを嗅覚を有するものとして実験に供した．

　犬は他の実験動物と異なり大声でほえることから，

その飼育中周囲に及ぼす迷惑ははかりしれないもので

ある．私は入手した犬については直ちに久保の術式に

ならって声帯を切離し，しかるのち所定の期間清潔に

飼育しておくことにした，久保は声帯の切離にクーパ

ー面心刀を用いたが，私はメス及び耳鼻科手術用の山

骨器を使用した．その結果は歯骨器で声帯の一部を鉗

除したものが良好であった，

　まず0．59のイソミタールを5ccの注射用蒸溜水

に溶解せしあ，子犬の腹腔内に注射した．この注射の

量は体重の割には非常に大量であるが，2～3時間生

存していれば用が足りる私の実験では特別に障害には

ならなかった．手術的処置の前にエーテル麻酔を施す

と好都合であるが，過度なる嗅刺戟は嗅器に変化をき

たすという服部らの研究もあるので使用しないことに

した．イソミタール麻酔によってほとんど抵抗力を失

った時期をみはからって背位に固定し，気管切開を施

行し，ガラス製のカニューレを挿入してこれがはずれ

下

ることのないように絹糸で結紮して固定する．気管の

鼻腔側を絹糸で結紮して鼻腔，咽頭との交通を完全に

しや断ずる．ついで食道を止血鉗子ではさみ，染色液

が食道へ流入することを防いだ．鼻尖を上に．向けて頭

部を固定し，Trypanblau溶液をピペットを使用’して

鼻腔粘膜を損傷しないように注意しながら両側前鼻孔

から静かに注入し，前鼻孔前端まで充分に液を満たし

て所定の染色時間を待つた．

　適当な時間になったならば心臓内に空気を注入する

かあるいは気管のカニューレを抜去してその断端を止

血鉗止ではさみ急死せしめてから面皮を剥離し，眼窩

上縁から1cm程後方すなわち鯖骨鼻介に無関係な所

で断頭し，顎関節をはずして下顎を除去し，得られた

鼻を直ちにSusa空曹中に固定した．鼻腔内にはまだ

多量のTtypanblau溶液が残存しているので，20cc容

量の注射器を用い，鼻腔粘膜を損傷しないように注意

しながら，Susa焔心で前鼻孔からまた鼻咽頭管から

鼻腔内を充分に洗諭した．こうすることによって

Tfypanblau溶液を洗い流す一方，　Susa氏液を鼻腔全

般にもれなくゆきわたらせることができた．Trypan・

blauで青く染まったSusa宿泊は捨て，透明な新鮮

な町中へ固定した．固定期間は2週間で充分であっ

た．固定完了後は型のごとく脱昇求，脱ヨードを：施

し，水洗し，アルコール分別にて脱脂し，しかるのち

5～10％三塩化酷酸あるいは10％蟻酸で脱灰した．犬

の鼻の骨格は固く，脱灰に長時日を要するので脱灰液

の稀釈に．は水のかわりに10％ホルマリン液を使用し

た．脱灰には小さなもので2～3週間，すこし大きな

ものでは4週間を要した．脱灰完了を確認してから脱

水，右側中隔面に沿って矢状断したのち左側鼻腔の前

頭断連続切片を作製した．

　切片はユ5μの厚さとし，：Kemechtrotで後染色を

施して観察した．右鼻腔はもつばら左鼻腔との対照に

供された．

　Trypanblau溶液について関はマウスに0．4％食塩

水で2％のTrypanblau溶液を作り，それを使用し

て好成績をえたと述べている．A・M廿11erは犬につい

て0．8％食塩水で溶かした2．5％Trypanblau溶液が

最適であると報告している．私はA・M廿11erと同濃

度の液を使用した．

　Tfypanblauの染色時間について関は次のごとく示

唆した．すなわち嗅細胞は色素を吸収したのち15～30

分間で細胞核および中枢突起まで染色されると．当教

室の長岡は60分～2時間を適当とし，梅田，伏田は30

分～1時間が最適な染色時間であると述べている．私

は犬について30分，45分，1時間，1時間半，2時間
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の各染色時間について検討したが，どの時間のもので

も嗅上皮の観察に支障はなかった．

　動物の死後だいたい50分で嗅上皮は死後変化をきた

すといわれている．したがって染色時間を経たのちこ

れを致死せしめ，固定液へ入れるまでに50分以上の時

間を経過してはならない．私の場合この操作に要する

時間は5～10分で充分であった，

　　　犬鼻腔の解割

（特に舗骨鼻介の分類について）

　嗅上皮，嗅細胞を論ずるにあたり，まず鼻腔の解剖

を研究する必要のある．ことはもちろんである．

　哺乳動物の鼻腔の解剖については先駆者E．Zucker－

kandl（1887），v．　Mihalkovics（1898）の研究がある．

E．Zuckerkand1は犬の舗骨について5個の嗅鼻介

Riechw廿1steを認め，第1嗅鼻介は典型的な形をと

り，1ntermaxillareにまで達していると述べている．

ヒの第1嗅雨宿とは鼻骨鼻介のことである．E．　Zuc・

kerkand1は鼻腔を中隔に接して矢状断した際にみら

れる大きな距骨鼻血をmediale　Riechwulstreihe，そ

の陰にある小さな面骨鼻血を1aterale　Riechwulstfeihe

と称した．またv．Mihalkovicsは哺乳動物の丸面介

の数を3～9個とし，犬の嗅鼻面についてはZucker－

kand1と同様5個の嗅鼻血を認め，鼻骨鼻血を第1出

鼻介としている．Mihalkovicsは節骨鼻：介をfrei・

verstehende　u．　verdickte　Muschelnに分類し，．0．

Seide1（1895）はHaupt－u．　Nebenmuschelnと称し

ている．すべて鼻腔内側にみられる大きな舗骨鼻介す

なわちmediale　Riechwulstreiheのみを論じ，1aterale

Riechwulstreiheについては言及していない．

　1900年S・paulliは広範囲にわたり哺乳動物の鼻腔

の解剖を精力的に研究し，鋤骨鼻介の分類について一一

応の：形をととえた．彼は内側に存在する大きな舗骨弁

介を内鼻介Endoturbinaliaと称し，内鼻骨の蔭に隠

れている外側の小さな齢骨面介を外鼻介Ectoturbina・

Iiaと命名した．すなわちZuckerkandlのmediale

u．1aterale　Riechwulstreihe，　Mihalkovicsのfreivor・

stehende　u．　verdickte　Muscheln，　SeidelのHaupt－

u．：Nebenmuschelnに相当するものである．彼は更に

出鼻介を内側外註介mediale　Ectoturbinalia並びに

外側外面介1aterale　Ectoturb五naliaに分類した．幹骨

鼻介を表現する数字については，内面介を上から順に

ローマ数字でしるし，最も上にみられる鼻骨鼻介を1

とした．これに対して外転介の表現には同様に上から

順にアラビア数字を用いた．この様式で彼は多くの動

物の舗骨鼻介を模型図に表現した．

　Paulliも鼻骨鼻介についてはZuckefkandl，　Miha1・

kovicsらと同様に第1舗骨壷介として扱っているが．

K．Peter（1912）は発生学的研究から鼻骨鼻介を節骨

感泣から分離し，独自の鼻甲介とした．すなわち節骨

鼻介は鼻中隔から発生するもので，顎骨耐震および鼻

骨鼻介は鼻側壁から発生するという，かかる点から舗

骨鼻面，鼻骨鼻血は厳に区別さるべきものであると説

いた．M．　Webefはその著書にPeterの説を紹介し，

全面的にこれを認容している．鼻骨鼻介・顎骨鼻介は

虚心Regio　olfactoriaにまで達しておらず，嗅上皮に

全く被われないかあるいは精々二次的にそのごく一部

分のみが被われるにすぎない．鼻骨鼻介に対しては

Riechw廿lsteなる名称は当然許さるべきものではない

と述べている．G．　Kelemenもこの説を容れている．

　我々はKPeterの説に従って鼻骨鼻面を舗骨鼻介

から区別することにした．S．　Paulliの用語を用いて

改めて飾骨面介を分類した．

研　究　成績

　まず鼻腔を矢状断して鼻腔側壁を観察するに，鼻腔

の前半すなわち呼吸部Regio　respiratoriaは顎骨鼻

介Maxilloturbinaliaによって充満せられ，その上方

には著しく長い鼻骨鼻拭がある．後半部の財部Regio

olfactoriaでは舗骨轟轟が多列に並んでいる（第1図）．

顎骨鼻血が後方でだんだん小さくなるにつれてその上

方では鼻骨鼻介がだんだんその大きさを増してくる．

鼻骨鼻詰が最大の上下径を示すところあたりから後方

に，4個のRiechw｛ilsteを有する3個の内鼻介がみ

られる．犬の舗骨鼻介の数については，ZuckerkandI

は5個のmediale　Riechwhlsteを記載し，’またMihal・

kovicsは哺乳動物ではRiechmusche1の数は3～9

個であり，5個のRiechmusche1を有するものが最も

多いと述べ，犬もその中に加えている．Zuckerkand1，

Mihalkovicsの両者とも5個の内心介を認めている

が，これは第1逸話介が2葉に分岐しているため，こ

れを矢状断面上から2個の内記介として数えたもので

ある．Paulliはその付着板が1個であることから両者

を1個の内鼻介とみなし，犬では4個の内鼠介を報告

している．彼らはすべて鼻骨鼻介を第1内鼻血として

いるので内露点が4個になるわけであるが，鼻骨鼻介

を除外すれば3個の内妻介になるわけである，

　内鼻介の大きさは第1，第皿，第皿の順番で，上に

あるものは大きく下のものほど小さい．

　第面内鼻血の前端から少しく後方に終板Lamina

terminalisの形成が認められる．　　　　　　　　’

　中隔面での観察では中隔窓septal　windowに興味
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がある．犬では終板が完成してからその後方でごく小

さな中隔窓を有する（第2図）．終板と中隔窓に関して

は比較解剖の項で詳述する．

　内福介の陰にある点鼻介は矢状断の標本だけではこ

れを充分に観察することはできない．前頭断連続標本

を作製することによってはじめて小さな外曲介をも見

落すことなく観察することができる．連続切片を前方

から順を追って観察した．

　鼻骨鼻介は著しく前方まで延びており，ほとんど顎

骨鼻介の前端と並んでその隆起が認められる（第3

図）．この図では更に鼻口蓋管が口蓋に開口している

のがみられる．

これより少しく後方では鼻口蓋管とJacobson氏器官

がみられる（第4図）．

　鼻骨鼻介の付着部は前方では鼻側壁でだいぶ低いと

ころにあり，顎骨鼻介の直上になるが（第3，4図），

顎骨鼻聾の断面が最も大きくなるあたりでは中隔の上

端に接近している（第5図），上顎洞の開口部のあたり

では中隔の最上端に位し（第7図），更に後方では申隔

面に移りだんだん下降する（第9，10図）．すなわち鼻

骨鼻骨の付着部は鼻腔天蓋に沿うて廻転し，鼻側壁か

らついには中隔側へ移行している．

　顎骨鼻介の中ほどからそろそろ上顎洞の粘膜下組織

が現われ（第5図），顎骨鼻介の後端のあたりで第1内

鼻介の2分岐の両前端が出現する（第6図）．第1内鼻

息の付着部がみられるあたりで上顎洞はその開口部を

形成し，その上方に外耳介の隆起が現われてくる（第

7図）．上顎洞の鼻側壁が完成し，上顎洞が完全に鼻

腔との交通を絶つたあたりから第皿内鼻介の前端が現

われ，外鼻介の隆起がだんだんと鼻甲介らしい形態を

ととのえてくる．これが第2外鼻介である（第8図）．

　前方から後方へ鼻腔はだんだんとその高さを増し，

鼻骨鼻介と第1内鼻介の間に更に第1，第3，第4外

鼻介が順番に姿をみせてくる．また2葉に分かれてい

る第1内細魚はここでその付着板を一にし，1個の内

腐植であることを示している。鞍骨鼻介のうち最も分

岐が多く複雑な形態をとっているのが第1内鼻緒であ

、る．この鼻甲介は既述の2葉のほかに更に2個め分岐

をもつている．1！の陰にIa，1”の陰に工bがある．

この両者も1！，1”の場合と同様に前方ではまだその

付着板と離れており，一見独立した1個の鼻甲介であ

るかのごとく見受けられる．また中隔の鋤骨翼はこの

あたりでその長さを増し鼻腔側壁へ向かって伸びてく

る．すなわち終板形成は間近である．上顎洞はここで

最大径を示し，後方へ行くにつれて小さくなる（第9

図）．

下

　第5外鼻介も独立した形をとり，第5外鼻介と第1

内鼻介の間に更に1個の隆起が見られる（第10図）．こ

れについてPaulliは独立した1個の舗骨鼻介とはみ

なさず，第1（彼のいう北畑）内牛肉の1分前である

と述べている（第16図x印）．私の観察ではこの分岐

Icを有するもの5匹，有しないもの13匹であった．

ここで鋤骨翼は鼻側壁とつながり終板の形成をみる．

産室は完成し鼻咽頭管から終板によって分離される．

　終板が完成したところがら少し後へ寄ったところで

第1内鼻介の4個の分岐はすべて1個の付着板に集合

する．その下では第面内鼻介が上方へ向かってL謝状

に屈曲し，その付着板基部に1個の分岐をみせる．そ

の下，終板の直上に小さな溢血内鼠介が現われる．こ

のあたりから鼻骨鼻介の形が変り，舗板に移行するけ

はいをみせる（第11図）．

　更に後方では鼻骨鼻面は消失し，第1外面介も塗板

に移行して姿を消す．第1内鼻面の2分岐1！，工”も

歯冠に融合し，心室はここで上下に2分される．残存

せる第2，第3外延介の間に新らしく小さな隆起がみ

え始める，

　Paulliはこれに関して何も記載していないが，これ

は外側外藩介に相当するものと思われる．私が使用し

た心すべてに認められた。この外側出鼻介に対し，前

述の第1ないし第5外面介はすべて内側外鼻介であ

る．更に第1，第H内魚介の間に第6内側外鼻介が出

現する．上顎洞はここで盲端となって終る（第12図）．

　嗅球が現われるあたりでは第皿内鼻介も，また第

2，第3内側外鼻介も飾板に融合し（第13図），更に．は

第4，第5，第6内側外鼻介，外側外海介1’も融合

して第皿内幕介のみが残る．左右の鼻咽頭管はζのあ

たりでようやくわずかな間隙としてみられる中隔窓で

互に連絡している（第14図）．

　面骨鼻聾の分岐について島田は生後に発育するもの

であることを確認し，その形態については一般に前頭

断面上でT字形をなし，発育途上にあるものは茸状な

いしは：L感状を呈すると述べ，Mihalkovicsの記載と

所見を一にしている．私の観察でもこのこどは明ちか

で，生後20日の子犬では茸状の鼻甲介であり，外側点

鼻介，第6内側外鼻息などほとんど隆起のみを示すも

のもあるが（第12，13図），生後50日を経た犬ではその

鯖骨鼻歌はT字形でだいぶ発育した鼻甲介の形をとっ

ている（第15図）．

　PauUiは犬の扇骨鼻介について1（鼻骨鼻介）から

IVまでの4個の内応介と6個の外鼻介を記載している

が（第17図），私は手骨前廉から鼻骨細塵を除外し，3

個の内鼻曲と6個の内側外藩介，：更に1個の外側外鼻
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介を認めた（第18図）．

嗅上皮の拡がり

　嗅上皮に関する研究は19世紀の中ごろから始めら

れ，多くの研究者によって多方面から検討されてき

た．

　嗅上皮は古：来しocus　1αteusという名称のもとに，

その黄色の色彩をもつて嗅上皮の境界が肉眼で明確に

把握で．きるものと考えられてきた．これは嗅腺および

支持細胞中に含まれている色素穎粒によるものとされ

ている．G，一H．　Parker（1922＞は子牛，羊，人間では

黄色の色素を有し，犬や兎では褐色であると述べてい

る．V．　Negus（1958）は猫では支持細胞中の黄色の

色素のためにsens圭tive　areasは肉眼的に認められる

と記載している．H．　Engstr6m＆G．　Bloom（1953）

は電子顕微鏡により嗅腺の細胞中にその色素穎粒を認

めている．

　嗅上皮の拡がりを検討するためPreciuso（1927）は

各50mm2より小さい小紙片で肉眼で嗅粘膜の色素を

たよりに嗅部を被うことによって数種の犬の嗅部の面

積を報告している．このような方法では複雑な形態を

有する舗骨継介，ことに外語介に関しては充分な測定

はとうてい不可能である．G．　Wieland（1936）および

Lauruschkus（1942）は20粋の厚さの切片を作製し，

嗅上皮と呼吸部上皮の厚さの相違を目標として，30枚

あるいは60枚ごとに計算し，それぞれ犬の嗅部の面積

を報告している．A，　C．　Allison＆R．　T．　Tumer

Warwick（1949）は家兎について15粋の切片を作り，

33枚目ごとに抜き取り式にHaematoxylin－Eosin重出

・色を施して嗅上皮の面積を計算した，更にA．M廿ller

（1955）は断頭せる犬の鼻を陰圧下にTrypanblau溶

液中へ浸漬することにより嗅粘膜を特異的に染色せし

めて，数種の犬の嗅上皮の面積および細胞数を計算し

た．彼は1匹のDackelについて厚さ15粋の切片

3072枚を作製し10枚ごとに計算した．各面骨鼻介の一

部について嗅細胞の末梢突起の数を数え，その平均値

をもつて各鼻甲介の嗅細胞数を推定した．かなり正確

な研究方法である．

　なるほど嗅細胞の数や嗅上皮の面積を知ることには

大きな意義がある．しかしそれに先だつて，嗅上皮は

どこに，どのように拡がっているかということを把握

することが必要なことではなかろうかと思われる，か

かる観点から嗅上皮を研究した文献はいまだ見当らな

い．

　我が教室における一連の研究において我々は前頭断

連続切片標本を作製することに．より，前頭断面上の嗅

上皮の拡がりを図示し，鼻側壁にその分布を投影し，

更に中隔面の分布を図示することによって，立体的に

嗅上皮の拡がりを表現せんと試みた．

　嗅細胞は2個の突起を有する．核から粘膜表面にい

たるものが末梢突起periphere　Fortsatzあるいは01・

factory　rodと呼ばれ（第19図），粘膜下組織を貫通し

ているごく細いもう1個の突起は申心性突起zent・

rale　Fortsatz，　central　processといわれている．

　末梢突起の先端には1個の結節があり，Endkege1

ある．いはolfactory　vesicle，　terminal　sweUingなど

と呼ばれ，放射線状に配列する5～14本の嗅毛01fac・

tory　hairsを有する．命毛についてはEngstr6mお

よびBloomは長さ1～恥と報告し，　L．αClark＆

R．T．　Tumer　Wafwickはその幅を0．1粋であると述

べている．

　また末梢突起には核と01factory　vesicleの間に小

結節状の膨大部がいくつか認められる．中心性突起は

非常に細く，鍍銀法でもその観察はきわめてむずかし

いとされている．

　我々が施行したTrypaablau染色法は，既に長岡，

梅田，伏田が記述しているように，中心性突起や計帳

など微細な構造を充分に観察するには適していない．

またこの染色法は呼吸部上皮の線毛細胞をも禰漫性に

淡青色に染めく第21，22図），嗅細胞だけを選択的に染

色するというわけにはいかないが，嗅上皮の核並びに

末梢突起を濃く染め，その特異な形態から呼吸部上皮

における線毛細胞と明確に区別することができる．

　一般に嗅上皮は呼吸部の線毛上皮に比してきわめて

厚い，森σ958）はマウスで嗅上皮40“，呼吸部上皮

12μという平均値を出している．しかしその境界部に

おいて嗅上皮はしだいにその厚さを減じ，したがって

嗅細胞の高さを減じて線毛上皮に移行している（第23，

24図），．かかる事実から両上皮の境界をその厚さのみ

で断定することは不可能である．伏田は嗅上皮の境界

と嗅腺の境界はほぼ一致すると述べている．すなわち

嗅上皮の境界と血忌の境界との間には一般に平行関係

が認あられ，ただわずかに嗅腺が嗅上皮の境界から呼

吸部上皮下へはみ出しているにすぎず，その程度は1

個の嗅腺体の幅50μを越えないと．

　多くの場合両上皮の移行部は顕微鏡的に画然として

いる（第23，24図）．すなわち’Trypaロblauで染色され

て特異な形態を呈：している嗅細胞が突然終り，線毛細

胞がこれに続いているという形が多い．しかしその移

行部のあたりで嗅細胞と線毛細胞が互にいりまじって

いるのがみられる場合もある（第20図）．N．　Alcockら

はこれを境界帯boundary　zoneあるいは中間帯intor・
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mediate　zoneと称し，長岡もこれを認めている．　N・

Alcockはこれに関して嗅細胞は少な：く，支持細胞の

中に線毛を有するものと有しないものがあり，線毛を

有するものは呼吸部上皮の線毛円柱細胞に，また線毛

を有しないものは嗅上皮の：支持細胞に似ていると述

べ，あたかもこのあたりの支持細胞が特殊な性状を有

するもののごとく論じているが，私は線毛を有するも

のは呼吸部上皮に属する線毛細胞であり，線毛のない

ものは嗅上皮の支持細胞であると考える．H・Engst・

rδm＆G，Bloomは両上皮の境界は互にいりまじっ

ており，その境界線はきわめて不規則な線をえがくで

あろうと述べている．このような複雑な境界線に対し

て切断面がなす角度も両上皮の移行部において嗅細

胞，線毛細胞が共存するという事実に対して何らかの

意義を有するものではなかろうかと思われる．

餅究成績
　顎骨鼻介が鼻腔を満たしており，鼻骨鼻介もまだそ

の断面が小さいところではまだ嗅上皮は現われていな

い（付図工の1）．

　顎骨鼻介がそろそろ姿を消しはじめ，鼻骨鼻息がだ

んだんとその幅を増してくるあたり，すなわちJacob・

son兵器管の後端のあたりで嗅上皮ははじめてその姿

をみせる．鼻骨鼻面と中隔の間，天蓋部の粘膜のごく

一部に出現する（付図1の2），

顎骨鼻介が姿を消し，第1内面介の2個の大きな分

岐1ノ，1”の前端がみられるところ，すなわち鼻骨鼻

介が最も広い幅をみせるところでは，嗅上皮は中隔

面，鼻骨鼻介面ともに歩調を合わせて下方へ少しずつ

拡がりをみせる．しかし第工内鼻介の前端および鼻骨

鼻介の陰の隆起にはまだ全く嗅上皮の姿は認められな

い（付図1の3）．

　第1点鼻介の付着部が現われ，工！，1”とも付着部

によって鼻側壁に固定され，上顎洞が鼻腔から独立し

た形をとるあたりで第皿斜鼻介の前端が現われる．こ

の切片では鼻骨鼻介から中隔にかけての嗅上皮は徐4

にその拡がりを増し，第1内鼻介の分岐11の内側端，

すなわち中隔面に現われている嗅上皮に相対するとこ

ろにわずかに嗅上皮を認める（付図工の4），

　第2外心介がみられ，Ibの前端ではじめて1”の内

側端にも嗅上皮が出現する．中隔面では鼻骨鼻介の付

着部と鋤骨翼の中間まで嗅上皮が下降し，鼻骨鼻介で

はその下面をほとんど嗅上皮が被い，1ノの内側面もほ

とんど嗅上皮で被われる．工！，1”両者における嗅上

皮，呼吸部上皮の移行部は互に相対したところにある

（付図1の5）．

下

　第3外雨晒が独立してみえはじめるところでは嗅上

皮は中隔面でその拡がりを著しく延ばす．すなわち嗅

上皮は鋤骨翼のすぐ近くまで下降する．鼻骨鼻介では

内側面をも被い，1ノ，1”の嗅上皮も拡大している．は

じめて第2外鼻介の先端に嗅上皮が出現する（付図1

の6）．

　第工［内応介の付着板が現われ，第1外湯介の隆起が

明らかに認められるようになり，第3外鼻介が側壁か

ら離れたところでは第1内鼻面の工！，1”の内側面はほ

とんど嗅上皮で占められている．工bの先端，第皿内鼻

介の先端にもはじめて嗅上皮が姿をみせ，第1外論介

にも嗅上皮が現われる（付図1の7）。

　中隔の鋤骨翼が側壁へ向かって延長し，終板を形成

するところでは，第1外鼻介と鼻骨鼻介の嗅上皮が連

絡する．あ、らたに第3外鼻介の先端に嗅上皮が現わ

れ，第1内廓介では1！，1”の嗅上皮が連絡する．中隔

面でも嗅上皮は終板近くまで下降している（付図1の

8）．

　更に後方で盛期内面介の前端が現われるところでは

中隔面の嗅上皮は第2外鼻介の付着部から第1血汐介

を被い，更に鼻骨鼻介を被って下降し，終板に達して

いる．また外側外幕介が現われる部すなわち第2，第

3内側外鼻介の間に嗅上皮がみられる．第4および第

5外側介にも嗅上皮がみられるようになり，第工内爵

位の1分岐とみなされているIcにも嗅上皮が出現し，

第1内鼻介ではIb，　Icを残して工a，工！，工”からIb

の付着部まで嗅上皮は連絡きれる．第∬内鼻介でもそ

の分岐に嗅上皮がみられるようになる（付図1の9），

　上顎洞の最後端にあたるところでは第1内鼻介は飾

板と融合し，嗅室はそれを境にして上下2室に分割さ

れる．この部では第2および第3外鼻血の間の嗅上皮

部に外側外心介が出現する．第皿山鼻髭にも嗅上皮が

現われる（付図∬の10）．

　これ以後は翻転鼻介はだんだん消失するがほとんど

の面は嗅上皮で被われる（付図皿の11．12）．

　色素と嗅覚の関係についていくつかの研究がなさ

れ，またいろいろの記載もみられる．．たとえば白子は

先天的に無嗅覚であるといわれている．また白い毛の

動物よりも黒い毛の動物の方が嗅覚が鋭敏であると信

じられている．しかし色素の作用機転，ことに嗅器の

色素の機能についてはいまだ確定的な研究がなされて

いない．

　私の研究では16匹の茶色の毛の犬と，2匹の白犬を

用いたが，この2匹の白犬も嗅上皮の拡がりにおいて

は他の犬との間に著明な差違は認められなかった．も

っともわずか2匹の白犬ではあり，またその鼻尖部は
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黒色を呈しており，私の研究成績をもつて白い犬の嗅

上皮の拡がりを論ずることには一考を要する．

各種動物（マウス，モルモット，

家兎，犬）の鼻腔構造並びに嗅上

皮の拡がりについての比較考察

　動物実験に際し，特別な場合をのぞいてはその材料

としてマウス，ラッチ，モルモット，家兎，犬などを

使用する機会が最：も多く，またこれらが最も容易にか

つ豊富に入手できるものである．

　実験材料が異なれば夫々の解剖学的な差違から実験

成績もまたそれぞれ変化を示すことは明らかであり，

ここに比較解剖の一つの必要性を認めるものである．

　当教室において一連の研究として我々は上記数種の

実験動物の鼻腔構造並びに嗅上皮の拡がりを検討して

きた．すなわちマウス，ラッチは長岡が，梅田はモル

モットを，伏田は家兎を，そして私が犬を担当した．

これまでの個々の研究成績をまとめ，比較考察した．

　舗骨鼻面Ethmoturbinaliaについてはすでに鼻腔

の解剖の項で述べたように．E．　Zuckerkandlやv．

Mihalkovicsの記載をはじめ，多数の研究者の報告が

ある．その個々の文献的考察に関してはすでに我々の

論文中にそれぞれ述べられている．簾骨鼻介の配列を

検討する際，S．　Pau11iの模式図がたいへん理解しや

すく，私もこれにならって各動物の飾骨寄宮を模式図

に表現した（付図皿：）．

　マウスについて当教室の長岡は5個の節骨鼻介を報

告している．すなわち出鼻介が3個．外鼻介が2個で

ある．第1外鼻面は鼻骨鼻介と第1内鼻介の間にあ

り，第2外鼻介は第1，第］1内鼻介の問にある．第1

寝込介は2葉に分岐している（付図皿の1）．ラッチの

鯖骨鼻嵐もマウスと全く同じである．G．　K：elemenは

3個の内鼻介並びに2個の外鼻介を記載している．長

岡の観察と一致するものである．

　モルモットに関しては梅田が述べているようにその

鼻腔の解剖を研究した記載は非常に少ない．G．：Kele－

menは4個の内鼻介と第1，第皿内鼻介の間に存在

する2個の外鼻輪を記載している．このKelemenの

記載についてはその表現にあいまいな点が少なくな

い．梅田は詳細な検討のうえ，4個の内捻介と3個の

内側外鼻介並びに1個の外側外鼻介を報告している．

この1個の外側外鼻介について梅田はこれを有するも

のと有しないものがあると述べている．第1，第2内

側外鼻介は鼻骨鼻介と第1内甲介の聞にあり，第3内

側外論介は第皿，第皿内魚介の間にある．外側外鼻介

1！は第2内側外鼻介と第1内鼻介の間に姿をみせる

（付図皿の2）．　　　　　　　　　　　　　‘

　家兎の晒骨鼻介についてG．：Kelemenば4個の内

鼻介と4個の外土介を記載している．家兎に関する

：Kelemenの記載にもいささか疑問と思われる点が多

く，正確なものとはいえない．伏田は4個の出鼻介と

3個の内側外並走，3個の外側外論介を認めている，

彼は第一，第歯内鼻介はその付着板を共有していると

述べている．この点に関してS．Paulliはこの両者を

1個の内鼻介とみなし，鼻骨鼻介を第工内鼻介として

4個の内鼻血を記載している．第1，第2内側外鼻介

は鼻骨鼻介と第邸内鼻詰の間に，第3内側外鼻介は第

：H，：第叡慮鼻介の間にある．外側外鼻介1！は鼻骨鼻介

と第1内側外古態の間に，外側外密話2！は第1内側外

鼻介と第2内側外語介の間にあり，更にもう1個の外

側外面介3ノは第2内側外鼻介と第1内鼻介の間にみら

れる，すなわち第3内側外鼻介をのぞいてすべての淑

女介は鼻骨話説と第1内応介の間に存在する（付図皿

の3）．

　犬についてはS，PauUiが詳細に記載している．す

なわち4個の内鼻介（鼻骨鼻介をも含て）と6個の外

鼻差を模式図に表現している（第17図）．私の観察では

内鼻介が3個，内側外画介が6個，外側外商介が1個

であった．この外側外画：介についてはPau11iは何も

論じでいないが，私の標本ではすべての犬に，常に第

2，第3内側外向介の間に存在する．第1内鼠介はそ

の主体をなしている大きな2個の分岐1，，1”とその陰

にそれぞれ1葉ずつ，合計4葉に分岐しているが，そ

の付着部のすぐ上のところにもう1個の分岐Icを有

するものもあった．（付図皿の4）．この分岐は一見独

立した歯骨鼻介であるかのごとくに見受けられるが，

Paulliはこれを心意内鼻介の1分岐であると記載し

ている（第16図×印）．

　各舗骨鼻介の形は若い犬ではその前頭断面が茸状を

呈しており，生後約50日を経たものではT字引で更に

その両端が内側へ巻き込んでいる．また小さなマウス

やモルモットでは成熟した動物でも茸状を呈している

ものが多いが，大きな家兎や犬ではT字形を呈してい

る．

　Tfypanblau染色法による各動物の嗅細胞の染色像

およびその形態には著しい差違はみられないが，嗅細

胞の末梢突起にみられる結節状の膨大部の数は少々異

なっている．モルモットでは1～2個のものが多く，

家兎では2～3個のものが最も多くみられた．犬では

生後20日前後の子犬では1～2個のものが多く，50日

前後の犬では3～4個のものが多く観察された．著明

な結節がなく，ただ単に桿状を呈している末梢突起
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もかなりある．A．　M湿lefもこのkn6tcllenf6rmige

Verdickungenの数についてだいたい我々と同様の観

察をしている．犬では3～4個，モルモットでは2～

3個，マウスでは1～2個のものが多いと記載してい

る．嗅上皮の厚さは大きな動物では厚く，小さな動物

では薄い．v．　Brunnは嗅上皮の厚さを測定し，犬100

～200μ，家兎120晒という成績を発表している．梅

田はモルモットの嗅上皮について60μ，森芳樹はマウ

スの嗅上皮について約40陣という数値を記載してい

る．嗅上皮の厚い犬では末梢突起の膨大部の数は多

く，嗅上皮の薄いマウスではその数は少ない．A．

M廿11erが述べて：いるようにこの膨大部の数はおそら

く末梢突起の長さに関係があるものと思われる．

　嗅上皮の拡がりについて我々はそれぞれの動物につ

いて観察してきた．嗅上皮の中隔面上の拡がりと鼻側

壁へ投影した図を比較すると（付図W），その前縁は

犬，家兎，モルモット，マウスの4種ともに相似た形

をとって天蓋から後下方へ下降している．マウスの嗅

上皮の拡がりが鼻腔に占める範囲は広く，鼻腔のなか

ば以上を占めている（付図Wの1）．モルモット，家兎

ではだいたい％～砥を占めている（付図IVの2，3）．

犬ではその申隔面上の分布は小さいが（付図皿の14），

節骨鼻介はよく発達しており，嗅球を包むような形で

後外側方にまで嗅室が拡がっており，鼻側壁への投影

図では相当の範囲を示している（付図皿の13）．個々の

前頭断切片での嗅上皮の拡がりについては，各動物の

舗骨鼻介に変化が著しいので，これを比較検討するこ

とは困難である．

　次に中隔窓septal　wi獄dowと終板Lamina　termi・

nalisの相対的な位置関係を比較検討するに，マウス，

ラッチ，モルモット，家兎においてはすでにG，：Kele・

menが指摘しているごとく，大きな中隔窓（第25図）

によって両側の鼻腔は互に連絡している．すなわち中

隔窓はずっと前方から開いており，前頭断切片に第

1，第三内証介の前端しか見られない所ですでに家兎

の両側の鼻腔は中隔窓によって連絡している（第27

図），終板はずっと後方で完成している（第29図）．換

言すれば上記4種の茜歯類では中隔窓の前端と終板の

完成をみる部とはその相対的な位置関係において前者

が前方にある．犬では中隔窓は比較的小さく（第2

図），終板が完成するところではまだ中隔は窓を有せ

ず（第10図），そのはるか後方ほとんど嗅室の後端に近

いところで拡大しなければはっきりわからない程度の

交通がみられる（第14図）．すなわち中隔窓は終板の前

端よりもずっと後方にある．上記の継歯類とはこのよ

うに中隔窓と終板の相対的な位置関係において全く峠

下

である．

　Jacobson氏器官の機能についてはいまだ論議の多

いところであるが，犬と他の4種の謁歯類との間には

いささか解剖学的な差違が認められる．すでに多く

の学者によって研究され，発表されているように，

Jacobaon氏器官はマウス，ラッチ，モルモット，家

兎の4者においては鼻中隔前下方で直接鼻腔へ開擁し

ているのに対し（第31図），犬では鼻口蓋管へ開山して

いる（第32図）．すべてJacobson氏器宮の横断面は半

月状を呈し，山側は外側，凸側は内側に位している．

この両者の粘膜はその厚さにおいて著しい差違をみせ

る．すなわち内側は厚く，外側は薄い．この厚い方の

上皮はC．Balogh，　G．　Retziusらによって嗅上皮と同

一のものであると断定され，またv．Brunnは羊につ

いて，この細胞に嗅毛を認めたと述べている．以来多

くの研究がなされてきたがその本態についてはいまだ

に論議が絶えない．我々の用いたTrypanblau染色法

においてもいくらかはこのJacobson氏器官中へ液を

入れることができたが充分な染色像は認められず，嗅

上皮におけるような典型的な末梢突起を見出すことは

できなかった．三上，溝ロらは犬では他の動物に比較

して内側の上皮は薄いと述べている．またこの器官に

付属する腺は動物によって発達の差がみられる．すな

わち犬，家兎では上下両腺ともに発達弱く，モルモッ

トでは下腺が多く，またラッチ，マウスでは上下腺と

もに発達している．

総括並びに考按

　嗅器に関する研究に先だち，鼻腔の解剖学的な正確

な知識が必要であることはもちろんである．鼻腔の解

剖学はE．Zuckerkand1をはじめ多くの学者によって

検討され，数多くの記載をみる．しかしそれらがすべ

て正確なそして妥当な報告であるとは断じがたい．

　E．Zuckefkand1（1887），　v．　Mihalkovics（1898）ら

は犬の淫心鼻介について5個の内鼻介を数え，S．

Pau11i（1900）はその中の第皿，第皿内病毒を1個の

ものと考え，その数を4個としている．すべて鼻骨鼻

介を第1内鼻介として節骨鼻面に算入してきた数字で

あるが，ここにK．Peter（1912）はその発生学的研

究から鼻骨鼻介が霊感鼻介とその発生をことにし，舗

骨鼻介から除外さるべきことを述べ大方の研究者の支

持をえた．にもかかわらずA．MUIler（1955）は相変

らず鼻骨鼻介を第1内高介として報告しており，更に

G．Kelemen（1950，1955）にいたっては鼻骨鼻介は

鯖骨品品に属さないと明記していながら第1内題介と

して扱っている．鼻腔の解剖学的知見を確立する必要
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を痛感するゆえんである．私は前頭断連続切片を詳細

に検討した結果，犬の山骨鼻介について3個の内鼻介

と6個の内側外鼻高，玉個の外側外鼻介を認めた．す

なわち第1ないし第5内側外二三は鼻骨鼻介と第1内

鼻介の問に1列に並んでおり，第6内側外心介は第

1，第二内鼻介の間にある．外側外面介は第2，第3

内側外山介の間にある．第1内鼻介の分岐については

Zuckerkandlらはこれを2個の内鼻介に分けて考えて

いる．なるほど矢状断面で中隔側から鼻側壁を観察す

れば第工内鼻介は2個の内鼻高と解釈してさしつかえ

ないかのごとくにみえるが（第1図），前頭断切片につ

いてこれを検討すると，この両分岐の付着板はどうみ

ても1個であり，したがってS．Paulliが述べている

ように1個の内鼻介と考えるのが妥当であろうかと思

われる．

　Trypanblau溶液を鼻腔へ注入する染色法は関（19・

41）によって発表され，A．　Mhllerは犬についてこれ

を準用した．この染色法では嗅上皮だけを選択的に三

一めるというわけにはいかないが，嗅細胞の末梢突起

並びに核をよく染め，支持細胞や呼吸部の線毛上皮細

胞と充分に区別することができる．その染色操作は他

の染色法，ことにわずらわしい操作を必要とする神経

染色に比しきわめて簡単である．かかる観点からこの

染色法は嗅上皮の拡がりを検索するには最も適当な染

色法であるということができる．

　嗅上皮の拡がりを論ずるに際し，今までは中隔面上

’の拡がり並びに嗅上皮の拡がりの鼻側壁への投影とい

うことが重要視されてきたが，投影はあくまで投影で

あり，これだけでは細部にわたって検討するには適当

でない．我4は前頭断切片での観察をもあわせて行っ

た．嗅上皮の拡がりを立体的に表現しえたものと考え

る．

　中隔窓についてはG．Kelemenがすでにラッチ，モ

ルモット，家兎における鼻腔の形態学的研究の中で詳

細に述べている．すなわちこれら茜歯類の中隔窓は直

接両側の鼻腔を連絡している事実からA．C．　Hilding

（1932）の実験を批判している．すなわちHildingが

家兎の一側鼻腔を手術的に閉塞せしめ，他側を対照と

して，それによってくる円柱上皮の組織学的な変化に

ついて，線毛細胞が消失し，晶晶細胞が増加すると述

べているのに対してKelemenは中隔窓の存在を強調

し，その実験成績は高く評価さるべきものではないと

している．

　動物実験に際しては，その実験の目的によって動物

を選択する必要を痛感せしめるものである．犬の中隔

窓は細い間げき程度で，しかも嗅室のほとんど後端に

近いところにあり，両側鼻腔の呼吸部はもちろん，三

部も互に連絡していない．Hi工dingが行なったような

実験には，私の研究成績から判断するならば，犬を使

用するのが妥当かと思われる．

結 論

　1，犬鼻腔の形態とくに飾骨二二を観察し，S，　Palliu

の用語を使用してその分類を確立した．すなわち内鼻

介3個，内側三二介6個，外側外鼻介1個を認めた．

　2，三二鼻介の分岐については生後50日前後までの

子犬では第1内鼻介が4～5葉の分岐をみせ，第皿内

鼻介は2葉に分岐している．他の恥骨鼻介はがいして

分岐をみせない．

　3．節骨鼻介の形は生後20日前後の子犬ではその前

頭断面は茸状を呈し，50日前後を経たものではT字形

を呈し，更にその両翼が内側へ巻き込んでいるものも

あった．

　4．Tfypanblau溶液鼻腔内注入によって嗅上皮を染

色せしめ，嗅上皮の拡がりを観察するに好結果をえ
：た．

　5．犬の嗅上皮の拡がりはJacobson氏器官の後端

あたりの中隔，鼻骨鼻介の間から中隔面，節骨鼻介，

鼻側壁を後下方へ向かっている．その中隔面上の拡が

り．はだいたいにおいてマウス，モルモット，家兎と同

様な形を呈した．

　6．申隔窓と終板の相対的な位置関係を観察し，ま

たマウス，ラッチ，モルモット，家兎と比較検討し，

犬ではこの4者と全く逆の所見がえられた，すなわち

この4種の三二類では中隔窓の前端が終板よりもずっ

と前方にあり，したがって両側の鼻腔が互に連絡して

いるのに反し，犬では中隔窓は後方にあって両側の鼻

腔は交通していない，

稿を終るにあたり終始御懇篤な御指導並びに御校閲を賜わった

恩師松田竜一教授に深甚なる謝意を捧げます・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　An　experimental　study　was　made　to　investigate　the　morphology　of　the　nasal　cavity　of

dog　with　special　reference　to　the　extensioll　of　the　olfactory　epithelium．　In　the　present　study，

intravital　stain　method　was　adopted　by　using　direct　infusion　of　2．5％Trypan－blue　solution

into　the　nasal　cavity．　The　results　obtained　were　as　follows；

　　1．The　ethmoturもinals　were　classi丘ed　according　to　Paulli．　Namely，3endoturbinals，6medi－

al　ectoturbinals　and　a　lateral　ectoturbinal　were　recognized．

　　2．As　fo丈the　branching　of　the　ethmoturbinals　in　young　dog　of　some　50　days　after　birth，

there　were　observed　4　to　5　branchings　in　the五rst　endoturbinal　and　2　in　the　second．　No

branching　was　observed　in　other　ethmoturbinals．

　　3．The　shape　of　the　ethmoturbinal　in　the　frontal　section　was　of　fungi－form　in　young

dog　of　20　days　after　birth，　while　it　was　T－shaped　in　that　of　50　days．　It　was　also　observed

in　some　of　the　latter　that　both　laminae　turned　up　to　the　medial　side．

　　4．　The　olfactory　epitheliunl　of　dog　extended　from　the　posterior　end　of　the　Jacobson’s

orgall　in　the　septum，　the　part　between　the　septum　and　nsoturbinal，　posteroinferiorly　in　the

septum，　ethmoturbinals　and　lateral　wall　of　the　nasal　cavity．　The　distribution　of　the　olfac－

tory　epithelium　in　the　septal　mucosa　was　similar　in　shape　to　those　in　mouse，　guinea　pig　and

rabitt．

　　5．The　site　of　the　septal　window　against　the　terminal　lamina　in　dog　was　quite　opposite

to　that　in　rodellts，　Namely，三n　such　rodents　as　nlouse，　rat，　guinea　p三g　and　rabitt，　the　anter一
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ior　margine　of　the　septal　window　situated　anteriorly　against　the　terminal　lamina，　so　that

both　sides　of　nasal　cavity　communicated　each　other．　On　the　other　hand，　the　septal　window

of　dog　situated　posteriorly　and　no　coエnmunication　was　recognized．

　　　　　　写真並びに付図の説明

第1図．犬左側鼻腔の中隔に沿った矢状断面．

第2図．犬の鼻中隔面．後下方に小さな中隔窓あ

り，その上に終板がみられる．

　　第3～14図　生後20日の犬左側鼻腔の前頭断

　　　　　　　　切片による観察

　第3図．顎骨鼻介の前端部．鼻ロ蓋管の口蓋への開

口部．

　第4図．鼻骨鼻介の前端部．鼻口蓋管とJacobson

氏器官．

　第5図．顎骨鼻介の中央部．Jacobson氏器官の後

端．

　第6図．第1内鼻介の前端，

　第7図．上顎洞開口部．第1内訓介付着板の前端

部．

　第8図．上顎洞完成．鋤骨翼の横に第皿内鼻介の前

端出現．鼻骨鼻介の右に第2内側外記介．

　第9図．上顎洞中央部．

　第10図．終板の完成．第1～第5内側外論介が出そ

ろう．

　第11図．第皿内鼻介の前端．鼻骨鼻介が変形し，第

1内意介の各分岐は1個の付着板に集合．

　第12図．上顎洞後端部．第1内鼻介が節板と融合．

第6内側外書介並びに外側外鼻介1！の出現．

　第13図．嗅球出現，

　第14図．両側の鼻咽頭管は中隔窓によって互に連絡

する．

第15図．生後52日の犬の節骨鼻介．

第16図．S．Paulliの図．

第17図．同上．犬舗骨片介の模式図．

第18図．私の犬舗骨鼻介の模式図．

第19図．嗅細胞．

　第20図．嗅上皮，呼吸部線毛上皮の移行部．左端に

嗅細胞があり，中央に離れて1個の嗅細胞がみられ

る．その右は線毛上皮であるが，左端と中央の嗅細胞

の間にも線毛細胞がみられる．

　第21図．呼吸部線毛上皮細胞．

　第22図．同上．とくに杯状細胞の多いところ．

　第23図．両上皮の移行部．右に嗅上皮，左に呼吸部

上皮．境界画然としている．

　第24図．同上強拡大．

　　付図1．生後20日の犬鼻腔の嗅上皮の拡がり．

　1～9．前頭断切片上の嗅上皮の拡がり．太い黒線

が嗅上皮の分布を示す．

　　付図皿．生後20日の犬鼻腔の嗅上皮の拡がり．

　10～12．前頭断切片上の嗅上皮の拡がり．

　13，嗅上皮の拡がりの鼻側壁への投影．斜線の部は

筋板の後外側方へ延びている嗅室の嗅上皮の投影，

　14．鼻中隔面上の嗅上皮の拡がり．

付図皿．各種動物の節骨鼻介の分類．

付図IV．各種動物の嗅上皮の拡がり．

　第25図．モルモットの中隔面．大きな中隔窓．

　第26図．モルモットの左側鼻腔．中隔窓が両側鼻腔

を連絡．

　第27図．家兎の両側鼻腔．中隔窓の前端．

　第28図．同上．中隔窓が両側鼻腔々連絡．

　第29図．同上．終板の前端．

　第30図．ラッチの両側鼻腔．中隔窓が両側鼻腔を連

絡．

　第31図．マウスのJacobson氏器官の鼻腔への開口

部（鼻中隔の下端）．

　第32図．犬のJacobson氏器官の鼻口蓋管への開口

部．

　第33図．犬の鼻口蓋管の口蓋への開ロ部．
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付図1　犬の嗅上皮の拡がり
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付図皿　犬の嗅上皮の拡がり
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付図皿　各種動物の節骨鼻介の分類
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